
指導例１ 「平和のとりで」の意味 小学校高学年

自分の考えをまとめるために読む

１ 指導のねらい（身に付けさせたい力）

①事実を正確に読み取ることができる。

②目的や意図に応じて、自分の考えをまとめることができる。

２ 指導の実際

学習活動と発問（発は発問） 指導上の留意点と評価（評は評価）

（１）本時の学習のめあてを確かめる。 ・原爆ドームの世界遺産への道のりを読み

取りながら、「平和のとりでを築く」で

筆者が伝えたかったことについて考える

ことを確かめる。

（２）「平和のとりでを築く」を音読する。 ・段落ごとの内容が理解できるように音読

（光村図書 国語６年下 Ｐ 36 Ｌ 12 ～Ｐ 38 Ｌ９） の工夫をさせる。

（３）原爆ドームの世界遺産への道のりを ・必要なところに線を引かせ、【学習プリ

読み取る。 ント】にまとめさせていく。

評 具体的事例について事実や時間の流れ

をおさえ、世界遺産への道のりを正確に

読み取れたか。

（４）原爆ドームを世界遺産にすることに

対するいろいろな意見について整理する。 ・箇条書きで３つまとめさせる。

・線を引いたことをもとにして意見を言う

ようにさせる。

・文中の言葉を根拠にしながら話し合うよ

うにさせる。

評 不安に思っていることや、人々にうっ

たえていることが箇条書きでまとめなが

ら正しく読み取れたか。

（５）筆者が伝えたい「人の心に平和のと ・とりでの意味、どのような使い方がある

りでを築かなければならない」とはどう かを国語辞典で調べさせ、とりでの意味

いうことかを考え、まとめる。 をいくつか板書する。

・とりでの意味を使いながら「平和のとり

で」の意味に迫るようにさせる。

評 とりでを具体的に説明しながら「平和

のとりでを築く」の意味を考えることが

できたか。

発 原爆ドームが世界遺産に選ばれるまでに

どんなことがありましたか。

発 原爆ドームを世界遺産にすることに対し、

筆者は不安に思うことがありました。そこ

に線を引きましょう。

発 原爆ドームが人々にうったえているのは

どんなことですか。一人ひとりがまとめた

あとでグループで話し合いましょう。

発 平和のとりでとはどういうことだと思い

ますか。グループで話し合いましょう。

発 山田さんは、筆者の言う「見る人の心に

平和のとりでを築く」とは、どういうこと

だと考えましたか。山田さんになったつも

りで書きましょう。



【
学
習
プ
リ
ン
ト
】

「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
を
ま
と
め
よ
う

組

番

氏
名

山
田
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
ま
と
め

戦
争
を
生
み
出
す
の
は

で
あ
る
か
ら

三
十
～
四
十
字

一
九
九
二
年

日
本
が

に
加
盟

→

原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
高
ま
る
。

・
・
・

原
爆
ド
ー
ム
よ
り
先
に
選
ば
れ
て
い
る

日
本
の
世
界
遺
産

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
、
世
界
の
国
々
の
審
査
を
受
け
る

筆
者
は
、

不
安
を
覚
え
る
・
・
・
ど
う
し
て
不
安
だ
っ
た
の
か
。

決
定
の
知
ら
せ

世
界
の
人
々
の
平
和
を
求
め
る
気
持
ち
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た

一
九
九
六
年

が
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る

原
爆
ド
ー
ム
が
人
々
に
う
っ
た
え
て
い
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
。



山
田
さ
ん
は
、
「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
の
文
章
を
読
ん
で
、
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
の
議
論
や
筆
者
の
考
え
を
ま

と
め
ま
し
た
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

＊

答
え
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

山
田
さ
ん
は
、
原
爆
ド
ー
ム
が
、
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
議
論
を
次
の
よ
う
に
図
に
ま
と
め
ま
し
た
。

【
山
田
さ
ん
の
ま
と
め
】

ア
、
イ
、
ウ
に
あ
て
は
ま
る
文
章
中
の
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（１）

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
、
世
界
の
国
々
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
不
安
に
思
っ
て
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
。
三
つ

（２）
書
き
ま
し
ょ
う
。

原
爆
ド
ー
ム
が
人
々
に
う
っ
た
え
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

（３）二

山
田
さ
ん
は
、
筆
者
が
考
え
る
「
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
「
と
り
で
」
の
意
味
を

国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

【
国
語
辞
典
】

と
り
で

敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
、
か
た
く
て
し
っ
か
り
し
た
建
物

こ
う
げ
き

「
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
、
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

条
件
１

エ
に
は
言
葉
を
入
れ
る
。

条
件
２

オ
は
、
「
と
り
で
」
の
意
味
を
説
明
し
た
国
語
辞
典
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
～
四
十
字
で
ま
と
め
る
。

光
村
図
書

国
語
六
年
下
「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
よ
り

ペ
ー
ジ

行
目
「

日
本
が
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
～
」
か
ら

ペ
ー
ジ

９
行
目
「
～
世
界
の
遺
産
な
の
だ
。
」
ま
で
引
用

３６

１２

３８

１
一
九
九
二
年

日
本
が

ア

に
加
盟

→

原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
高

ま
る
。

イ

・
・
・

原
爆
ド
ー
ム
よ
り
先

に
選
ば
れ
た
日
本
の
世
界
遺
産

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
、
世
界
の
国
々
の
審
査
を
受
け
る
。

筆
者
は
、
不
安
を
覚

え
る
。

決

定
の
知

ら
せ

世
界
の
人
々
の
平
和
を
求

め
る
気
持
ち

の
強

さ
を
改

め
て
感
じ

た
。

一
九
九
六
年

ウ

が
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る
。



１

解
答
用
紙

「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」

年

組

番

氏
名

一

世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
議
論
の
ま
と
め

（１）
不
安
に
思
っ
て
い
た
こ
と

（２）

・・・人
々
に
う
っ
た
え
て
い
る
こ
と

（３）

・・

二
「
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か

ア

イ

ウ

戦
争

を
生

み
出

す
の
は

エ

で
あ
る
か
ら

オ

40字

30字



◎

出
題
の
ね
ら
い

・
事
実
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

【
解
答
例
】

一

ア

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約

（１）

イ

姫
路
城
や
屋
久
島
な
ど

ウ

原
爆
ド
ー
ム

・
戦
争
の
被
害
を
強
調
す
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
。

（２）
・
規
模
が
小
さ
い
こ
と
。

・
歴
史
が
浅
い
こ
と
。

・
原
子
爆
弾
が
人
間
や
都
市
に
ど
ん
な
惨
害
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
。

（３）
・
核
兵
器
は
不
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

二

エ

人
（
人
間
）

オ

（
例
）
か
た
く
て
し
っ
か
り
し
た
建
物
（
壁
）
の
よ
う
に
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
例
）
み
ん
な
で
平
和
へ
の
思
い
を
強
く
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
を
防
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
採
点
基
準

・【
国
語
辞
典
】
の
「
と
り
で
」
の
意
味
説
明
の
言
葉
（「
防
ぐ
」「
か
た
い
」「
し
っ
か
り
し
た
」
な
ど
）
を
使
っ
て
い
る
。

・
三
十
字
〜
四
十
字
で
ま
と
め
て
い
る
。

１
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